
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
圧縮機と凝縮器と膨張装置と蒸発器を冷媒配管で連通して冷凍回路を形成し、除霜運転時
前記蒸発器へホットガスを供給するバイパス回路とこのバイパス回路を開閉する電磁弁を
備え、ファンにて前記蒸発器、凝縮器に送風して除湿する除湿機に於いて、電源回路に対
して前記圧縮機とファンモータを並列に接続し、このファンモータに比べて電気抵抗の大
きい前記電磁弁をファンモータと直列に設けると共に前記電磁弁と並列にデフロストサー
モを設け、除湿運転時にはデフロストサーモは閉じ、ファンモータが回転し電磁弁が閉じ
、除霜運転時にはデフロストサーモが開くことによってファンモータが停止し電磁弁が開
いて前記バイパス回路にホットガスが流れる事を特徴とする除湿機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
この発明は吸込空気の除湿を行う除湿機で、特に低温時において蒸発器が着霜したときの
除霜運転機能に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
この種の除湿機は吸込口から吹出口に形成された送風経路に蒸発器を設け吸込空気を冷却
して除湿し、この蒸発器の下流に設けた凝縮器にて空気を再加熱して乾燥空気を吹き出す
ように構成され、除霜運転時には圧縮機出口から蒸発器入り口へ設けたバイパスにホット
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ガスを導き蒸発器を加熱して除霜を行うものであり、前記バイパスに設けた電磁弁の開閉
によって除霜運転を制御するものであった。
そして図４及び図５のように、電磁弁ａや圧縮機ｂ、ファンモータｃは蒸発器やその他冷
媒配管の温度をサーミスタ等のセンサｄによって関知し、この温度信号をマイクロコンピ
ューターｅで読みとりそれぞれに対応するリレーｆ・ｇ・ｈを作動することによって除霜
の制御を行うものだった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながらこのような除湿機はマイクロコンピューターや多数のリレーを使用し、また
制御基板を有するためにコスト高になるものだった。
またホットガスを利用した除霜時には除霜時間をできるだけ短くするためにファンを停止
する必要があった。
【０００４】
【問題点を解決するための手段】
この発明はこの点に着目し上記欠点を解決する為、特にその構成を、圧縮機と凝縮器と膨
張装置と蒸発器を冷媒配管で連通して冷凍回路を形成し、除霜運転時前記蒸発器へホット
ガスを供給するバイパス回路とこのバイパス回路を開閉する電磁弁を備え、ファンにて前
記蒸発器、凝縮器に送風して除湿する除湿機に於いて、電源回路に対して前記圧縮機とフ
ァンモータを並列に接続し、このファンモータに比べて電気抵抗の大きい前記電磁弁をフ
ァンモータと直列に設けると共に前記電磁弁と並列にデフロストサーモを設け、除湿運転
時にはデフロストサーモは閉じ、ファンモータが回転し電磁弁が閉じ、除霜運転時にはデ
フロストサーモが開くことによってファンモータが停止し電磁弁が開いて前記バイパス回
路にホットガスが流れるようにしたものである。
【０００５】
【作用】
低温環境で運転した場合には蒸発器９に霜が付くが、ある程度の霜付によって前記デフロ
ストサーモ２１の温度が下がり所定温度以下になるとサーモ２１が開き電磁弁 に電圧
がかかり、電磁弁 が開いてバイパス回路に２３を通じて ホットガスが流れ
除霜運転が始まる、ところがこの時除霜運転を効率的に行うためにファンモータ１２を停
止する必要があるが、モータ１２の電気抵抗は約１１Ωであり、モータ１２と電気抵抗が
約１７０Ωと大きな電磁弁 は直列に接続されているために、モータ１２の定格電圧は
１００Ｖであるがモータ１２には約２０Ｖの電圧しかかからないためにモータ１２は回転
できずに停止するものである。
【０００６】
またこの時電磁弁 にかかる電圧は約８０Ｖであるが、予め電磁弁 は８０Ｖを定格
の電圧に設定されているものである。
その後霜が融けて蒸発器９温度が上昇するとデフロストサーモ２１が回復し電磁弁２４が
閉じて除湿運転が再開される。
【０００７】
【実施例】
以下この発明の一実施例を図面をもとに説明すれば、１は除湿機の枠体で底板２上に前方
の前ケース３と後方の後ケース４とを設けて本体の外郭を構成している。
５は前記枠体１背面上部に形成された吸込口で、前記後ケース４に長格子状に開口が設け
られている。
６は前記枠体１上面の前方に設けた吹出口で、開いた時に風向板を兼ねる開閉自在の蓋７
によって乾燥空気の吹出方向を前方向から真上まで自由にかえることができるものである
。
【０００８】
前記吸込口５の内側には樹脂製の網や不織布から成り吸入空気に混入するホコリを取り除
くフィルタ８を備え、このフィルタ８の内側にはフィンチューブ式の熱交換器からなる蒸
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発器９を備え、吸込空気を冷却することにより空気中の水分を結露させ除湿を行う。
【０００９】
前記蒸発器９の更に下流には蒸発器９と同じくフィンチューブ式の熱交換器からなる凝縮
器１０を備え、蒸発器９にて冷却された空気の加熱を行う。
前記凝縮器１０下流には送風ファン１１及びこのファン１１を駆動するファンモータ１２
を設け、前記吸込口５と吹出口６の間に形成した送風経路１３の送風を行うものである。
【００１０】
前記前ケース３の内側でファンモータ１２との間にはケーシング１４を備え、送風を吹出
口６側へ導くものである。
また前記凝縮器１０とファン１１の間には効率的にファン１１へ送風を導くために中央に
送風口を設けた仕切板１５を設け、蒸発器９の下方には結露水を受けるドレン皿１６を設
けている。
【００１１】
１７は前記送風経路１３の下方で枠体１の下部に設けた圧縮機、１８は前記ドレン皿１６
からの結露水を溜めるドレンタンクで、満水時には前記前ケース３に設けた前扉１９より
取り出して結露水を捨てるものである。
２０は前記タンク１８近傍に設けた満水スイッチでタンク１８内の結露水が溢れる事を防
止している。
２１は前記蒸発器９の上面に取付けられたデフロストサーモで、低温運転時蒸発器９に多
量の霜が付着した時に除霜運転を行うためのものである。
【００１２】
次に図２の冷凍回路と図３に示す電気回路について説明すれば、前記圧縮機１７、凝縮器
１０、キャピラリーチューブ等の膨張装置２２と蒸発器９を冷媒配管で順次連通して冷凍
回路を形成し、圧縮機１７の出口側と蒸発器９と減圧装置２２の間にバイパス回路２３を
設け、このバイパス回路２３の開閉をする電磁弁２４を備えている。
【００１３】
２５は１００Ｖの交流電源で、前記圧縮機１７とファンモータ１２を電源に対して並列に
接続し、このモータ１２と直列に電磁弁２４を接続し、この電磁弁２４と並列にデフロス
トサーモ２１を接続している。
２６は電源スイッチ、２７は運転ランプ、２８は満水ランプで器具上面に備えた操作部２
９にそれぞれ設けられている。
【００１４】
前記デフロストサーモ２１は通常の除湿運転時は導通状態にある、そして電磁弁２４の電
気抵抗は約１７０Ωであるが、並列に接続されているデフロストサーモ２１の抵抗はほと
んどないため電磁弁２４には電圧がかからず閉状態を保持する、一方ファンモータ１２に
は約１００Ｖの電圧がかかり回転するものである。
【００１５】
そして低温環境で運転した場合には蒸発器９に霜が付くが、ある程度の霜付によって前記
デフロストサーモ２１の温度が下がり所定温度以下になるとサーモ２１が開き電磁弁２４
に電圧がかかり、電磁弁２４が開いてバイパス回路に２３を通じて蒸発器９ホットガスが
流れ除霜運転が始まる、ところがこの時除霜運転を効率的に行うためにファンモータ１２
を停止する必要があるが、モータ１２の電気抵抗は約１１Ωであり、モータ１２と電気抵
抗が約１７０Ωと大きな電磁弁２４は直列に接続されているために、モータ１２の定格電
圧は１００Ｖであるがモータ１２には約２０Ｖの電圧しかかからないためにモータ１２は
回転できずに停止するものである。
【００１６】
またこの時電磁弁２４にかかる電圧は約８０Ｖであるが、予め電磁弁２４は８０Ｖを定格
の電圧に設定されているものである。
その後霜が融けて蒸発器９温度が上昇するとデフロストサーモ２１が回復し電磁弁２４が
閉じて除湿運転が再開される。
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【００１７】
このようにファンモータ１２と電磁弁２４を極めて簡素な回路構成で接続することにより
、マイクロコンピューターや制御基板等を廃止できコストを低く抑えることができるよう
になった。
【００１８】
【発明の効果】
以上のようにこの発明によれば、圧縮機と凝縮器と膨張装置と蒸発器を冷媒配管で連通し
て冷凍回路を形成し、除霜運転時前記蒸発器へホットガスを供給するバイパス回路とこの
バイパス回路を開閉する電磁弁を備え、ファンにて前記蒸発器、凝縮器に送風して除湿す
る除湿機に於いて、電源回路に対して前記圧縮機とファンモータを並列に接続し、このフ
ァンモータに比べて電気抵抗の大きい前記電磁弁をファンモータと直列に設けると共に前
記電磁弁と並列にデフロストサーモを設け、除湿運転時にはデフロストサーモは閉じ、フ
ァンモータが回転し電磁弁が閉じ、除霜運転時にはデフロストサーモが開くことによって
ファンモータが停止し電磁弁が開いて前記バイパス回路にホットガスが流れるようにした
ので、コストを低く抑えることができるようになった。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施例の構造を簡略した側面の断面図。
【図２】同冷凍回路図。
【図３】同電気回路図。
【図４】従来例の電気回路図。
【図５】同制御部を示す回路図。
【符号の説明】
９　蒸発器
１０　凝縮器
１２　ファンモータ
１７　圧縮機
２１　デフロストサーモ
２３　バイパス回路
２４　電磁弁
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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